原稿P15
ガネーシャは手であごをさすりながら言った。
「…せやな、例えばニュートンくんておるやろ？」
「ニュートンクン？」
「そ、ニュートンくん」
「いや、分からないです」
「え！？自分知らんの！？アイザック・ニュートンやで」
「アイザック…。ニュートン！そんなの知ってますよ。めちゃくちゃ有名人じゃないですか。万有引力を発見した人ですよね」
「そや。そのニュートンや。彼も基本的にわしが育てたんやで」
「…冗談はやめてください。」
「誰も冗談なんか言うてへんわ。だいたい、重力のこと教え体重ったのもワシやがな。あの子全然気いつけへんから、リンゴおとしたったんや。その落としたリンゴにも気いつかなんだから、結局、三回リンゴ落としたったもん。勘の悪い子やったで。」
「…」
「なんで絶句やねん。ワシ神様やし。だいたいやなあ、歴史上のキーパーソン育てたんは、ほとんどワシやで。モーツアルトもピカソも孔子もナポレオンもニーチェもエジソンも…最近でいうたら、ビル・ゲイツくんなんかも、基本的にはワシやな」
「…」
「そやから絶句すな言うてんねん。そんな歴史の偉人そだててきたワシのコーチ受けられるんやから、自分みたいな小粒な人間変えんのなんか簡単やがな。だいたい、自分の目指しとるレベルなんてたかがしれとるやろ。天下統一とか目指しとるわけやあらへんのやろ？年収が倍になるとか、パーティー行ったら、ちやほやされるとか、そんなんやろ？余裕やで。」
「…マジすか」
「マジもなにも大マジや。ラッキーやな、自分」
　もう、何がなんだかわからなくなってきた。っていうか、こんなやつと普通に話してる時点で、根本的に何がなんだか分からないのだ。だったらいっそのこと、このおかしな生き物のおかしな話にのってやるのも悪くない、そんな大胆な考えがふと頭の片隅をよぎった。

